













Mourning and Melancholy （1）
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、ときには言葉
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、あるいは間接的にで
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あれ続けられるだろう



































果てしない「内的対話」を続けなければならない “ 宿命＝運命 fatalité”
をも担ってしまうことだ。その不































は、デリダと “ 非正統的 7” 精神分析との関係に着目し、デリダが彼ら
からどのような影響を受けてきたかを問題にする。そして、本稿に続














　第二に、デリダが依拠する “ 非正統的 ” 精神分析に属するニコラ・
アブラハムとマリア・トロークの論考から、フロイトの「喪」と「メ
ランコリー」の問題は、「喪」あるいは「



























の内に保存している（garder lʼautre en soi）と思っているが、彼はすで
4 4
に他者の生前から
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、そうした人物の
位置へと置き移された祖国、自由、理想などの抽象物を喪失した
4 4 4 4
ことに対する反応
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（＝世話）
する」ことが、すでに他者を忘却
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することをすら忘却する




































































4 4 4 4
メ
ランコリー」という考えを自らの哲学のなかに “ 取り込んでいた ”。





























































































































対 象（ 外 的 世 界 ） の 対 立（lʼopposition sujet （moi）-objet （monde 









einführen） た い の か、 あ る い は 自 分 の 中 か ら 閉 め 出 し（aus mir 
ausschließen）たいのか、ということである。…良いものは全て取り込
み（alles Gute sich introjizieren）、 悪 い も の は 全 て 投 げ 出 そ う（alles 
Schlechte von sich werfen）とする 39」。
　以上から分かるように、フロイトあるいは彼を典拠とするラプラン
シュ／ポンタリスは、「取り込み」と「投射」を対概念として扱い、「食































（Ausdehnung des ursprünglich autoerotischen Interesses）として記述し
た。私はこの「内に入れる Einbeziehen」に主眼を置いたが、それ
によって私はあらゆる対象愛
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（jede Objektliebe）（あるいは転移
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メカニズムを、取り込み










（extension des intérêts auto-érotiques）、（2） 抑圧の解除による〈自我〉の
拡大（élargissement du Moi）、（3） 対象を〈自我〉へ封入（inclusion de lʼ
objet dans le Moi）すること、そしてそれにより原初的な『自体愛を対
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を保存する “ 場所 ” であり、亡きガダマーが、デリダの内部で「同一化」
されずに “ 生き延びる ” 場所でもある。その意味で、「地下埋葬室の
場所 le lieu cryptique」とは「墓場 une sépulture」であり、「ある一定の






















ク リ プ ト
葬室
への体内化」によって保存され、デリダの無意識の「地
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